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日本臨床宗教師会ニュースレター
第11号 

資格更新申請と猶予申請 
　2018年3月に始まった「認定臨床宗教師」
の資格制度は、2023年3月で丸5年を迎えま
す。つまり、最初の資格認定者にとっては更
新のタイミングです。 
　ところが、2020年からの新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）の流行により、多く
の会員が活動を制限されたり、休止せざるを
得ない状況になっています。 
　そこで、COVID-19の流行を理由として、
資格更新の猶予が認められることになりまし
た（ニュースレター第9号、第10号でもお知
らせしました）。 
　このタイミングで資格更新をするか猶予す
るかは、個々人の判断に任されていますが、
所属する各地の臨床宗教師会とは情報共有を
してください。 

　更新する場合には、2022年12月1
日～31日までに必要な書類をまとめて事
務局に郵送してください。 
　猶予する場合には、2022年10月31日
までに「SICJ資格29　資格更新猶予願
い」を事務局に郵送してください。な
お、COVID-19の流行を理由とする場合
には、「SICJ資格29-2　資格更新猶予
願い（コロナ）」書式が使用でき、理由
を証明する書類は必要ありません。 
　更新する場合でも、猶予する場合でも、身
分証明書（住民票と顔写真付きの身分証明書
の写し　※日本臨床宗教師会によるIDカード
ではなく、運転免許証やマイナンバーカード
など公的な証明書）が未提出の方は提出して
ください。また、身元保証人、住所、氏名、
所属する各地の臨床宗教師会、所属教団等に

変更がある場合には、更新時期を待たずにで
きるだけ速やかに「SICJ資格09　申請内容変
更」の届け出をしてください。 

令和4年度総会
　新型コロナウイルスの流行により、昨年度と同
様に、3月6日(月)から3月25日(金)にかけてオンラ
インフォームもしくはFAX、郵送で議決権行使を
していただき、3月30日(水)に東北大学大学院文学
研究科内で対面とオンラインで総会を開催しまし
た。その内容をまとめて、以下10ページまでお知
らせします。 
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役員・委員会について
　任期途中ですが、中部臨床宗教師会の会長交代
に伴い、武藤理事が退任し、坂野大徹会員が理事
になりました。また、上智大学の葛西賢太会員も
理事に就任しました。 

令和3年度事業報告・決算報告
・第5回フォローアップ研修　令和3年3月8日　東
北大学（オンライン） 
・第6回総会　令和3年3月31日　東北大学（オン
ラインフォーム等で議決権行使） 
・第7回資格認定（修了者7名／先駆者1名／返上3
名：総計208名） 
・第8回資格認定（修了者11名：総計214名） 

・第7回教育プログラム認定（指導者登録1名：総
計9大学・機関／指導者23名登録） 
・第8回教育プログラム認定（増減なし） 
・第1回理事会　令和3年3月7日　オンライン 
・第2回臨時理事会　令和3年4月2日～4月15日　
メール審議　 
・第3回理事会　令和3年9月12日　オンライン 
・第8回資格申請受付　令和3年7月 
・第9回資格申請受付　令和3年12月 

令和4年度事業計画・予算
・第6回フォローアップ研修　令和4年3月7日　上
智大学（オンライン） 
・第7回総会　令和4年3月30日　東北大学（オン
ラインフォーム等で議決権行使） 
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・第9回資格認
定（修了者8名
／返上4名／停
止者5名：総計
218名） 
・第10回資格
認定 
・第9回教育プ
ログラム認定
（増減なし） 
・第10回教育
プログラム認定 
・第1回理事
会　令和4年3
月6日　オンラ
イン 
・第2回理事
会　令和4年9
月中旬　　 
・第10回資格
申請受付　令和
4年7月 
・第11回資格
申請受付　令和
4年12月 

会員数の報告
　入会者数：正
会員13名、准
会員1名、賛助
会員（団体）1
団体。退会者
数：正会員 7
名、賛助会員
（個人）1名。
合計して2022
年3月6日現在
の会員数は、正
会員300名、准
会員3名、賛助
会員（個人）5
名、賛助会員
（団体）14団
体となった。 
＜入会者＞　 
禿智如、山名田
紹山、高野天
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照、伊藤仁美、猪啓弘、岸本光子、榊原光一、庭
野光代、今田聖子（智聖）、羽部玲子、梯妙花、
赤松弘誠、岸弘之（以上、正会員）、杉田里美
（以上、准会員）、日蓮宗現代宗教研究所（以
上、賛助会員（団体））  
＜退会者＞　峯島秀暢、深川宣暢、Waldemar 
Kippes、椎名やよひ、斎藤正美、小島智真、岩田
宜久（以上、正会員）、中野東禅（以上、賛助会
員（個人））  

委員会規則の改定
　新たに編集委員会を設置する。 

資格制度細則の改定
・第５条（資格の審査）に、面接実施の項目を追
加。 
・第８条（資格申請条件②）：これまでの「先駆
者」枠制度から、「特別枠制度」に変更し、申請
条件を次のように厳格化する：臨床経験を３００
時間から２０００時間に。年齢を３０歳から３５
歳に。「資格申請理由書」の追加。臨床経験を証
明する書類に具体的な活動内容などを追加。継続
研修受講を各１単位から２単位に増加。 
・第１１条（資格の更新）年間活動報告書未提出
は、資格剥奪・停止にする。 
・第１５条（変更届の提出）地域の臨床宗教師会
を退会して半年以上経過したときに、資格剥奪・
停止にする。 
・附則：第７条第１項（３）の施行を１年延期す
る。 
・以下の赤字箇所が改定された。 

一般社団法人日本臨床宗教師会　資格制度細則 

（主旨） 
第１条　本細則は、一般社団法人日本臨床宗教師
会（以下「本法人」という）定款第３条及び第１
５条及び、一般社団法人日本臨床宗教師会教育プ
ログラム細則に基づき、臨床宗教師の資格制度つ
いて必要な諸事項を定める。 

（目的） 
第２条　本細則は、本法人が設ける資格制度につ
いて、その具体的な申請条件などを定め、その適
正を期すことを目的とする。 

（資格認定委員会） 

第３条　本法人は、本法人定款第３８条及び本法
人委員会規則に基づき、資格認定委員会（以下
「委員会」という）を設け、委員会において本細
則第２条に係る事項を審議する。 

 （資格の名称） 
第４条　本法人が認定する資格の名称は、「認定
臨床宗教師」とする。 

（資格の審査） 
第５条　「認定臨床宗教師」の資格申請内容は、
委員会において審査され、本法人の理事会におい
て承認されなければならない。 
2．特に必要がある場合には資格申請者の面接を
行うことができる。 
3．前項の面接は、資格認定委員長が指名した審
査委員２名以上で実施する。 

（認定教育プログラム） 
第６条　本細則における「認定教育プログラム」
とは、教育プログラム細則に基づいて本法人に認
定された教育プログラムを指す。 

（資格申請条件①） 
第７条　認定教育プログラムの修了者が資格申請
をする場合は、次の（１）～（３）のすべての条
件を満たさなくてはならない。 
（１）本法人の正会員として理事会に承認された
者。なお、正会員としての入会申込と資格申請を
同時に行うことができる。 
（２）認定教育プログラムの修了者であることを
証明できる者。 
（３）宗教者（信徒の相談に応じる立場にある
者）としての実務経験を、認定教育プログラムを
受講開始時点で3年以上有する者。 

２．前項の条件を満たした資格申請者は、以下の
すべての書類を提出しなければならない。 
（１）宗教者（聖職者）証明書：　各宗教教団・
寺社教会等が発行したもの。 
（２）履歴書：　学歴、宗教者養成研修歴（大学
や教育機関等での研修および研修場所）、所属教
団名、所属寺社教会名、社会活動を明記。なお、
社会活動実績については、新聞記事等、客観性の
ある書類を添付できる。本法人所定の書式。 
（３）身元保証書：　ここでの身元保証人とは、
原則としてその申請者が所属する教団の寺社教会
等の責任者で、同じ地域（同じ都道府県もしくは
隣県）に住む者とする。申請者を保護し、倫理綱
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領等の遵守とトラブル発生時に誠実に対応させる
責任を持つ。本法人所定の書式。 
（４）宗教者としての実務経験を証明する書
類：　宗教者としての実務経験を明記した宗教法
人等の責任者による推薦書、及び活動内容の記
述。 
（５）認定教育プログラムの修了証の写し 
（６）所属する各地の臨床宗教師会が主催する継
続研修受講修了証：　フォローアップ研修参加1単
位、会話記録検討1単位 
（７）本法人制定の「臨床宗教師倫理綱領」及び
「臨床宗教師倫理規約（ガイドライン）及び解
説」の遵守誓約書：　本法人所定の書式。 
（８）所属する各地の臨床宗教師会代表者による
推薦人確認書：　本法人所定の書式。 
（９）身分証明書：　住民票（申請の３ヶ月以内
に発行されたもの）の他、顔写真付きの身分証明
書の写し（もしくはこれにかわる複数の身分証明
書）。 

 （資格申請条件②） 
第８条　本細則第７条に定める者以外が資格申請
をする場合は、次の（１）～（４）のすべての条
件を満たさなくてはならない。 
（１）本法人の正会員として理事会に承認された
者。なお、正会員としての入会申込と資格申請を
同時に行うことができる。 
（２）臨床宗教師に類する２０００時間以上の臨
床経験をもつ者。 
（３）申請時点で満３５歳以上の者。 
（４）宗教者（信徒の相談に応じる立場にある
者）としての実務経験を、申請時点で１０年以上
有する者。 

２．前項の条件を満たした資格申請者は、以下の
すべての書類を提出しなければならない。 
（１）宗教者（聖職者）証明書：　各宗教教団・
寺社教会等が発行したもの。 
（２）履歴書：　学歴、宗教者養成研修歴（大学
や教育機関等での研修および研修場所）、所属教
団名、所属寺社教会名、社会活動を明記。なお、
社会活動実績については、新聞記事等、客観性の
ある書類を添付できる。本法人所定の書式。 
（３）身元保証書：　ここでの身元保証人とは、
原則としてその申請者が所属する教団の寺社教会
等の責任者で、同じ地域（同じ都道府県もしくは
隣県）に住む者とする。申請者を保護し、倫理綱

領等の遵守とトラブル発生時に誠実に対応させる
責任を持つ。本法人所定の書式。 
（４）資格申請理由書：　資格を申請し、認定臨
床宗教師としての活動を行おうとする理由を記
述。 
（５）宗教者としての実務経験を証明する書
類：　宗教者としての実務経験を明記した宗教法
人等の責任者による推薦書、及び活動内容の記
述。 
（６）臨床経験を証明する書類：　前項（２）の
臨床実績を明記した推薦書、及び活動内容の記
述。 
（７）所属する各地の臨床宗教師会が主催する継
続研修受講修了証：　フォローアップ研修参加２
単位、会話記録検討２単位、活動内容検討２単
位、倫理講習２単位。 
（８）本法人制定の「臨床宗教師倫理綱領」及び
「臨床宗教師倫理規約（ガイドライン）及び解
説」の遵守誓約書：　本法人所定の書式。 
（９）所属する各地の臨床宗教師会代表者による
推薦人確認書：　本法人所定の書式。 
（１０）本法人役員２名による推薦書。 
（１１）身分証明書：　住民票（申請の３ヶ月以
内に発行されたもの）の他、顔写真付きの身分証
明書の写し（もしくはこれにかわる複数の身分証
明書）。 

（資格認定の費用） 
第９条　本細則の第７条及び第８条で定められた
資格の認定を受ける際、申請者は資格認定審査費
として２万円を納入する。 

（有資格者の氏名） 
第１０条　本細則の第７条及び第８条で定められ
た資格は、原則として戸籍名により認定される。
やむを得ない事情により通称名等の使用を希望す
る場合は、別に定める手続きを経て、通称名等の
使用もしくは併記を認めることがある。 

（資格の更新） 
第１１条　本細則の第７条及び第８条で定められ
た資格は、5年毎に更新することができる。付与
する条件として、以下のすべての書類を提出しな
ければならない。なお、詳細は資格更新条件の解
説に記す。 
（１）本法人が認定ないし指定する倫理講習の受
講証明書：　２単位 
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（２）本法人が認定ないし指定する継続研修受講
修了証：　フォローアップ研修参加３単位、会話
記録検討３単位、活動内容検討３単位。 
（３）本法人が認定ないし指定するスピリチュア
ルケアに関する研究会の参加証明書：　３単位。
写しでも可。 
（４）年間活動報告書：　毎年作成し、所属する
各地の臨床宗教師会を通して日本臨床宗教師会事
務局に提出。 
（５）身分証明証：　令和元年８月以前に資格認
定を受けた者については、本細則第７条第２項の
（９）または、本細則第８条第２項の（１１）に
定められた書類。 

２．前項の（４）について、別に定める期限まで
に提出されない場合、別に定める相当期間を定め
て催促してもなお提出されないときには、相当期
間の翌日をもって直ちに資格停止となる。続けて
翌年も期限までに提出されない場合は直ちに資格
剥奪となる。 

（資格更新の期限） 
第１２条　本細則の第１１条で定められた資格の
更新を受ける際、申請者は資格認定証に記された
有効期限内にすべての審査を終えられるように手
続きを行う。ただし、以下のいずれかに該当する
場合は、別に定める手続きを経て資格更新期限を
３年を限度として延長できる。 
（１）国外在住・介護・産休・育休などの理由に
より、更新申請期限前までにあらかじめ資格認定
委員会に届出を行い、理事会の承認を得た者。 
（２）病気その他やむを得ない理由により、更新
申請期限前までにあらかじめ資格認定委員会に届
出を行い、理事会の承認を得た者。 

（資格更新の費用） 
第１３条　本細則の第１１条で定められた資格の
更新を受ける際、申請者は資格更新審査費として
２万円を納入する。 

（資格認定証の授与） 
第１４条　資格認定ないし資格更新の条件を満た
した正会員について、資格認定委員長が理事会で
報告し、理事会の承認を得て、会長名で資格認定
証が授与される。 
２．有資格者が希望する場合にはIDカードを発行
する。 
３．有資格者が再発行を希望する場合、資格認定
証には２千円、IDカードには３千円の再発行手数
料を納入する。 

（変更届の提出） 
第１５条　本細則の第７条及び第８条で定められ
た申請書類について、申請内容に変更が生じた場
合には、原則として半年以内に変更届を提出しな
ければならない。特に本細則第７条第２項の
（１）（３）（８）（９）及び本細則第８条第２
項の（１）（３）（９）（１１）については、本
細則第１４条と同様に理事会の承認を要する。承
認が得られない場合は、資格の剥奪・停止になる
ことがある。 
2．所属する各地の臨床宗教師会を退会し、半年
以内に新たに各地の臨床宗教師会代表者の推薦人
確認書を提出しないときには、資格の剥奪・停止
になることがある。 

（資格の剥奪・再教育など） 
第１６条　本法人制定の「臨床宗教師倫理綱領」
及び「臨床宗教師倫理規約（ガイドライン）及び
解説」に違反、もしくはその疑義が生じたときに
は、別に定める倫理委員会細則に従って、倫理委
員会による調査が行われ、理事会の承認を経て、
再教育、資格の剥奪・停止、もしくは退会処分等
の処遇が決められる。 

（細則の改定） 
第１７条　本細則の改定は、本法人理事会におい
て出席理事の過半数の議決によって承認を得る。 

附則 
１．本細則は、平成３０年３月５日より施行す
る。 
２．ただし、第7条（５）は平成３０年３月７日
より施行する。 
３．本細則は、平成３０年１２月１２日より改
正・施行する。 
４．本細則は、平成３１年３月４日より改正・施
行する。 
５．本細則は、令和元年６月１２日より改正・施
行する。 
６．本細則は、令和元年９月８日より改正・施行
する。 
７．本細則は、令和２年３月３１日より改正・施
行する。 
８．本細則は、令和３年３月８日より改正・施行
する。 
９．ただし、第７条第１項（３）は令和5年３月
３１日より施行する。 
１０．本細則は、令和３年９月１２日より改正・
施行する。 
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１１．本細則は、令和４年３月６日より改正・施
行する。 
１２．ただし、第７条第１項（３）は令和6年３
月３１日より施行する。 

資格更新条件の解説の改定
・第２章第１節　会話記録検討会の重複発表の禁
止。 
・第２章第２節　活動内容検討会の重複発表の禁
止。 
・第２章第４節　倫理講習の講師選定を「倫理委
員会が推薦する者」と明確化。 
・第２章第６節　年間活動報告書の提出義務（資
格制度細則との連動）。 
・以下の赤字箇所が改定された。 

資格更新条件の解説 
第2章　資格更新のための単位数 

第1節　会話記録検討（3単位） 
1．継続研修において、あらかじめ作成した会話記
録を提出し、その対応法や自己課題などを検討す
る（下記［注意事項］にあるように、スピリチュ
アルケアが中心となる事例、自己の内面的な課題
に焦点を当てる内容が望ましい）。 
2．日本臨床宗教師会に登録された研修指導者
（以下、「指導者」と略す）から指導を受ける。 
3．1回あたり30分以上のグループワークもしくは
個人面談を1単位とする。ただしグループワークの
場合は40分以上が望ましい。 
4．会話記録を提出せずにグループに参加するだけ
の場合は、0.5単位を認める（同一日程においては
0.5単位を超える単位数は認めない）。ただし、こ
の場合は計１単位までとする。 
5．すでに発表済みの会話記録を別の機会に再度
発表することは、原則として認めない。個人面談
で再度検討する機会を持つことは妨げないが、単
位は認定しない。 
6．発表・検討内容が、下記［注意事項］にある
会話記録検討と活動内容検討の区別に従っている
と、指導者が認めた者には、「会話記録検討受講
証1単位分」、もしくはこれを認めた内容を含む受
講証明書を受け取ることができる（なお、発表・
検討内容が、活動内容検討に相当すると判断され
た場合には、「活動内容検討受講証1単位分」、
もしくはこれを認めた内容を含む受講証明書を受
け取ることができる）。 

7．指導者の場合は、会話記録検討での指導2名分
をもって、1単位を認める。 
8．更新期間内に3単位取得する。 

第2節　活動内容検討（3単位） 
1．継続研修において、あらかじめ作成した活動内
容を提出し、その対応法や自己課題などを検討す
る（下記［注意事項］にあるように、宗教的ケア
が中心となる事例、倫理的課題が中心となる内
容、臨床宗教師としての活動、臨床宗教師以外の
立場だが臨床宗教師に関わりのある活動、他職種
との交流方法の検討が望ましい。年間活動報告書
のような様々な活動を網羅的に発表する場ではな
い）。 
2．日本臨床宗教師会に登録された指導者、もしく
は事前に主催団体より了解を得た専門家による参
与が必要である。 
3．1回あたり15分以上の発表と5分以上の質疑応
答、合計25分以上の発表会、グループワークもし
くは個人面談を1単位とする。発表者・指導者の他
に複数名の参加が望ましい。 
4．連名で発表した場合は、人数によって単位を分
割する（例：4人の連名で発表した場合は、0.25
単位）。 
5．活動内容を提出せずに発表会やグループに参加
するだけの場合は、0.25単位を認める（同一日程
においては0.25単位を超える単位数は認めな
い）。ただし、この場合は計１単位までとする。 
6．すでに発表済みの活動内容を別の機会に再度
発表することは、原則として認めない。個人面談
で再度検討する機会を持つことは妨げないが、単
位は認定しない。 
7．発表・検討内容が、下記［注意事項］にある
会話記録検討と活動内容検討の区別に従っている
と、指導者が認めた者には、「活動内容検討受講
証1単位分」、もしくはこれを認めた内容を含む受
講証明書を受け取ることができる（なお、発表・
検討内容が、会話記録検討に相当すると判断され
た場合には、「会話記録検討受講証1単位分」、
もしくはこれを認めた内容を含む受講証明書を受
け取ることができる）。 
8．指導者の場合は、活動内容検討での指導2名分
をもって、1単位を認める。また、第5節に定める
スピリチュアルケアに関する研究会2単位を、活動
内容検討1単位に読み替えることができる。 
9．更新期間内に3単位取得する。 

第3節　フォローアップ研修参加（3単位） 
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1．先に定めた成立要件を満たしたFU研修に、原
則として全日程（全時間）参加する。 
2．主催者によって指定された時間に参加した者に
は、「FU研修受講証1単位分」、もしくはこれを
認めた内容を含む参加証明書を受け取ることがで
きる。 
3．FU研修中に受講した会話記録検討、活動内容
検討、倫理講習、スピリチュアルケア研究会の単
位は、FU研修参加の単位とは別に認定する。
（例：FU研修のうち倫理講習のみに参加した場合
は、「FU研修参加」の単位は認められないが、「倫
理講習」の単位は認められる）。 
4．更新期間内に3単位取得する。 

第4節　倫理講習（2単位） 
1．継続研修において、「臨床宗教師倫理綱領」も
しくは、「臨床宗教師倫理規約（ガイドライン）
及び解説」に関する講義等を受講する。 
2．講師は倫理委員会が推薦する者とする。 
3．1回あたり1時間以上の講義を1単位とする。 
4．主催者によって指定された講義すべてを受講し
た者には、「倫理講習受講証1単位分」、もしくは
これを認めた内容を含む受講証明書を受け取るこ
とができる。 
5．更新期間内に2単位取得する。 

第5節　スピリチュアルケアに関する研究会参加
（3単位） 
1．継続研修もしくは、学会、研究会において、ス
ピリチュアルケアに関する講義等を受講、もしく
は研究発表会に参加、もしくは研究発表・講演・
講義をする。 
2．自分が講演・講義をした場合は、1回あたり30
分以上で2単位とする（なお、1回60分を超えても
4単位にはならない）。 
3．自分が口頭で研究発表をした場合（シンポジウ
ム発表を含む）は、1回あたり質疑応答を含めて5
分以上で2単位とする（なお、1回10分を超えても
4単位にはならない）。 
4．自分がポスター発表をした場合は、ポスター1
枚あたり1.5単位とする。 
5．連名で発表した場合は、人数によって単位を分
割する（例：4人の連名で口頭研究発表した場合
は、0.5単位）。 
6．講義を受講した場合は、1回あたり30分以上で
1単位とする（なお、1回60分を超えても2単位に
はならない）。 

7．研究発表会を聴講した場合は、1回あたり5分
以上の発表を5回分聴講して1単位とする（なお、
10回分を超えても2単位にはならない）。 
8．同一日程においては、複数種類の単位を認定し
ない（例：ある学会でポスター発表を行い【1.5単
位】、さらに研究発表会を聴講した【1単位】とす
る。この場合は、1.5単位取得）。 
9．講義・講演、研究発表、講義の受講、研究発
表会の聴講についての単位の証明は、主催団体が
発行する参加証明書、領収証、予稿集、チラシも
しくは是に替わるもので行う。 
10．更新期間内に3単位取得する。 

第6節　年間活動報告書（毎年1回） 
１．毎年１月から12月までの臨床宗教師としての
活動について、その活動場所（施設名や地域）、
協働する職種、活動内容（頻度や報酬の有無を含
む）などを報告書としてまとめる。講演や論文、
取材記事などについてはタイトルと年月日等を記
載することができる。また、臨床宗教師以外の活
動についても必要に応じて記載することができ
る。 
２．年間活動報告書は、毎年1月15日までに各地
の臨床宗教師会に提出する。各地の臨床宗教師会
でとりまとめたものを、毎年1月31日までに日本
臨床宗教師会事務局に提出する。1月31日時点で
の未提出者については、日本臨床宗教師会事務局
から本人及び身元保証人に連絡し提出を促す。 
3．原則として、一人あたり1～3ページとする。 
4．3月に実施される日本臨床宗教師会フォロー
アップ研修の抄録集に掲載するので、記載内容は
各自執筆者の責任においてプライバシーに配慮す
る。 
5．本節2．に定められた期限までに提出されない
場合、その資格を停止する。期限後に提出された
場合には、提出が遅れた理由を示す「理由書」と
「資格停止解除願い」を、所属する各地の臨床宗
教師会を通して日本臨床宗教師会事務局に提出す
る。資格停止のまま翌年も続けて期限までに提出
されない場合、その資格を剥奪する。 

第7節　［注意事項］ 
1．継続研修での受講態度や提出内容などにおい
て、臨床宗教師としての資質を著しく欠いている
と指導者が判断した場合は、単位を認めないこと
がある。 
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2．FU研修を一部欠席した場合に、単位を認める
かどうかは、主催団体が随時判断する。目安とし
ては全日程の約7～8割以上の出席が望ましい。 
3．会話記録検討と活動内容検討では、発表する
事例・内容を区別することが望ましい。以下のよ
うに例をあげる。 
（会話記録検討）スピリチュアルケアが中心とな
る事例、自己の内面的な課題に焦点を当てる内
容、など 
（活動内容検討）宗教的ケアが中心となる事例、
倫理的課題が中心となる内容、臨床宗教師として
の活動、臨床宗教師以外の立場だが臨床宗教師に
関わりのある活動、他職種との交流方法の検討、
など 
4．個人面談を実施する場合、以下のプロセスを
経ることとする。 
（ⅰ）面談希望者及び指導者の双方が、個人面談
を実施する旨、事前に「継続研修主催団体」事務
局に通知する（つまり当該事務局は、2通の通知
を受けることになる）。 
（ⅱ）事前通知の際には、面談者と指導者の氏
名、実施予定の日時・場所、そして、会話記録検
討か活動内容検討かの区別を明らかにする（面談
者の例：x年y月z日、13時～14時に、P大学8階教
室にて、会話記録検討のために私Aは指導者Bの個
人面談を受けます。指導者の例：x年y月z日、13
時～14時に、P大学8階教室にて、会話記録検討の
ために私BはAの個人面談を実施します。） 
（ⅲ）面談実施後速やかに、面談者と指導者の双
方が、「継続研修主催団体」事務局に事後報告を
行う。 
（ⅳ）事後報告の際には、面談者と指導者の氏
名、実施日時・場所、会話記録検討会か活動内容
検討会かの区別を明らかにする。（面談者の例：x
年y月z日、13時30分～14時40分に、P大学9階B
教授研究室にて、会話記録検討のために私Aは指
導者Bの個人面談を受けました。指導者の例：x年
y月z日、13時30分～14時40分に、P大学9階B教
授研究室にて、会話記録検討のために私BはAの個
人面談を実施しました。） 
（ⅴ）事後報告を受けた「継続研修主催団体」事
務局は、会話記録検討もしくは活動内容検討の受
講証明書を発行する。 
5．個人面談の実施において、指導者は面談料を受
け取ることができる。面談料は指導者が所属する
団体の設定に準拠する。 

教育プログラム認定委員会報告
・コロナ対応として「教育プログラムについての
申し合わせ」を令和4年度も延長 
・研究委員会と共同で、教育プログラムアンケー
トを実施した 
・コロナにより教育プログラムの実施が困難に
なっているが、令和3年度は6割で実施、令和4年
度は7割で実施予定。 

研究委員会報告
・教育プログラム認定委員会と共同で、教育プロ
グラムアンケートを実施した。 

資格認定委員会報告
・認定臨床宗教師認定について、修了者19名の認
定、資格返上者4名（うち3名は退会に伴う）、暫
定資格延長1名（９月に延長としたが、今年３月
に修了者として資格授与）を承認した。 
＜資格認定者＞　伊藤仁美、猪啓弘、岩本信治、 
　禿智如、染谷典秀、竹林真悟、西田智洋、 
　松本二三秋、安井幹直、山名田紹山、 
　庭野光代、榊原光一、赤星大道、江尻徹誠、 
　為末せつ子、永見宏樹、羽部玲子、梯妙花、 
　赤松弘誠（以上、修了者） 
＜資格返上者＞　塩入亮昇、椎名やよひ、 
　斎藤正美、小島智真 
＜資格停止者＞　5名  
・資格更新の猶予については細則に定められてい
るとおりだが、今般のコロナの影響で長期間活動
停止になった場合も、猶予の対象になる。一律の
猶予はせずに、猶予申請するかどうかは、各有資
格者に任される。 

継続教育委員会報告
・コロナ対応として「継続教育についての申し合
わせ」を令和4年度も延長。 

倫理委員会報告
・申立書による案件は２件（いずれも取り下
げ）。 
・倫理相談は約60件（多重関係、金員、臨床宗教
師の肩書き、臨床宗教師と宗教活動、指導者の資
質、倫理講習のあり方、他）。 
・倫理観の全国的均霑化を図るため、倫理講習の
講師選定を「倫理委員会が推薦する者」と明確
化。 
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・倫理委員会が講師派遣した倫理講習 
  2021年1月　北海道臨床宗教師会第1回FU研修 
  2021年3月　日本臨床宗教師会第5回FU研修 
 2021年5月　中国地方臨床宗教師会・四国臨床宗
教師会FU研修 
  2021年6月　関西臨床宗教師会FU研修 
  2021年6月　関東臨床宗教師会FU研修 
  2021年8月　中部臨床宗教師会FU研修 
  2021年10月　北海道臨床宗教師会第3回FU研修 
  2021年11月　関西臨床宗教師会FU研修 
  2021年12月　関東臨床宗教師会FU研修 
  2021年12月　東北臨床宗教師会FU研修 

全国連携委員会報告
・年間活動報告書の提出について。 
・オンラインによる相談活動の倫理的な課題につ
いて。 
・仏教系ケア活動団体や、営利行為に関わる活動
との関係性について。 
・「地域臨床宗教師（臨床宗教師のCSW的展
開）」の可能性について。 
・研修会等の講師謝礼について。 
・各地代表/会長と日本臨床宗教師会理事につい
て。 

令和3年度第1回理事会議事録
日時：　2021年3月7日(日)  
会場：　オンライン会議システム（役員MLで指定し
たzoomサイト） 

出席：島薗進（会長）、高木慶子（監事）、柏木哲
夫（監事）、大下大圓（副会長）、金田諦應（副
会長）、鎌田東二（副会長）、窪寺俊之（副会
長）、谷山洋三、鍋島直樹、井川裕覚、大村哲
夫、黒川雅代子、小林茂、小西達也、佐藤慶太、
杉岡孝紀、鈴木岩弓、曽根宣雄、童銅啓純、新田
忍澄、沼口諭、野々目月泉、引田弘道、桝野統
胤、松本峰哲、武藤隆広、森崎雅宝、吉尾天声、
伊藤文雄（顧問）、ワルデマール・キッペス（顧
問）、池内龍太郎（オブザーバー）、伊藤雅之
（オブザーバー）、瀧口俊子（オブザーバー）、
打本弘祐（事務局）、高橋原（事務局）、森田敬
史（事務局） 

欠席：篠原鋭一（委任状あり）、石井研士（顧
問）、中野東禅（顧問）、山口達也（オブザー
バー） 

＜議案＞ 
１．前回議事録の承認（資料１：令和2年度第3回理
事会議事録） 

２．入退会申込者の承認（資料２：入退会） 
・正会員13名の入会。正会員11名、賛助会員（個
人）1名の退会が承認され、次のようになった。 
・合計：正会員290名、准会員2名、賛助会員（個人）
7名、賛助会員（団体）13団体 
・退会者の多くは、体調不良・年会費未納者。 
３．役員・委員会について（資料３：役員一覧・委
員会） 
・本年３月の総会で、理事の任期２年、監事の任期
４年が満了となる。 
・新たな役員・委員会構成については資料参照→資
料3 
・新任は瀧口俊子会員（副会長に）、伊藤雅之会員
（愛知学院大学の引田弘道理事退任による）、山口
達也会員（九州臨床宗教師会の吉尾天声理事退任に
よる）、池内龍太郎会員（神職・精神科医）の4名 
・島薗進会長が監事に、鎌田東二副会長が会長に、
高木慶子監事が顧問に就任（異動） 
・中野東禅顧問、引田弘道理事、吉尾天声理事が退
任 
・理事・監事の交代により、委員会も交代がある。 
・倫理委員長・資格認定委員・運営委員に瀧口副会
長、倫理委員に男性会員1名、継続教育委員に桝野統
胤理事、全国連携委員会顧問に島薗監事。 
・研究委員会は、鈴木委員長が退任して森崎雅宝理
事に交代し、伊藤雅之理事・佐藤慶太理事・曽根宣
雄会員が理事に。 
４．定款の改定について（資料４：定款改定案につ
いて、資料５：定款改定案） 
・以下の提案があり承認された。 
・前回理事会で承認されたように、准会員の入会資
格を変更する（第９条）。 
・前回理事会で承認されたように、入会金の記載を
加える（第１１条）。入会金は入会年度のみで、年
会費は次年度から納入するので、これまでと納入金
の差額は生じない。 
・「当法人」という表記を「本法人」に統一する。 
・総会議決権について、「会員」という表記を、よ
り正確に「正会員」にする 。 
・内容は司法書士に確認済み。 
５．会員規則の改定について（資料６：会員規則改
定案） 
・以下の提案があり承認された。 
・定款の改正と連動して、入会金に関する記載を加
える（第４条、第６条、第７条）。 
・事務所を仙台市泉区内に移動する（第１４条）。 
６．資格制度細則の改定について（資料７：資格制
度細則改定案） 
・以下の提案があり承認された。 
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・現在の細則は、申請された案件は基本的に認定す
るという文言になっている。これを改めて、資格認
定委員会で合否判定の審査をすることを明確にした
い。（第５条、第７条） 
・臨床宗教師の教育プログラムは、すでに宗教者と
しての経験をもつ者を対象とするというコンセプト
だったはず。しかし、今回の資格申請者の中で、認
定教育プログラムの修了後に宗教者となって約半年
の者がいた。今後、このような申請者を受け付けな
いように、「修了者」の資格申請条件に、「宗教者
としての実務経験を認定教育プログラム受講時点で
３年以上」を追加したい。ただし、各教育プログラ
ムの都合を考慮し、本条項については施行まで２年
間の猶予を定める。（第７条） 
・「先駆者」の資格申請条件に、「宗教者としての
実務経験を申請時点で１０年以上」を追加する（第
８条）。 
・なお、今年度は「先駆者」の資格申請を募集しな
い。 
・種々のトラブルにより理事や会員から厳格化の方
向が求められた。年齢や宗教者の位階が問われた。
アンケートや理事の議論からも位階の条件が問題と
なった。宗教者歴を検討し先駆者は10年、修了者は
3年とした。それぞれのプログラムの事情により、猶
予期間を設けた。先駆者については廃止の方向性も
あったが、厳格化の意見が多数であり、宗教者歴10
年とした。事務局の方では募集を一旦停止。不都合
があればその都度検討する。 
・研修プログラムを終了した後の「修了者」の申請
有効期限を設ける必要があるのでは？　⇒コロナの
状況を踏まえて検討する。 
・宗教者ではないものが運営していることへ疑問を
持たれている。　⇒関係する文言として、会員規則の
中に触れている。2020年9月改訂分の役員選出規則
第4条2に「教育プログラム代表する者、その他有識
者」という文言がある。実際にケア提供者は臨床宗
教師であり宗教者である。この国ではケアを受ける
側が信仰を持つものではないので、それが分かる方
が必要。教育プログラム代表者が宗教者ではない場
合もある。医療福祉関係者がケア対象者。 
７．各委員会より報告 
（１）教育プログラム認定委員会 
・竹中史江会員の退会に伴い、指導者登録を抹消す
る。 
・上智大学より、井川裕覚会員の指導者登録申請が
あり、承認した。 
・令和２年度はコロナの影響で、教育プログラムの
実施が困難であったが、東北大学と龍谷大学ではプ
ログラムが実施され、東北大学で9名の宗教者、龍谷
大学で4名の宗教者が修了した 。 

（２）資格認定委員会（資料８：資格申請者・返上
者） 
・修了者7名、先駆者1名の認定を承認した。 
・資格返上者3名（うち2名は退会に伴う）を承認し
た。 
（３）継続教育委員会 
・特になし 
（４）倫理委員会 
・倫理講習を実施した（旅費本会負担）：関東臨床
宗教師会（オンデマンド）、中部臨床宗教師会（オ
ンライン・対面）、関西臨床宗教師会（オンライ
ン・対面）、九州臨床宗教師会（オンライン）、東
北臨床宗教師会（オンデマンド）、北海道臨床宗教
師会（オンライン） 
・書面による通告案件はなし。 
・「相談」若干件：金員授受、多重関係（自坊との
リンク、医療と自坊など複数）、資格呼称など 
・懸案だった資格停止中の会員については、会費未
納のため退会した。 
（５）研究委員会 
・コロナ禍により教育プログラム取りやめが多かっ
たが、東北・大正・龍谷・ワーカー協会は実施。次
年度以降の募集も難しいが、東北・上智・大正・愛
知学院・種智院・龍谷・高野山・ワーカー協会は実
施予定。 
（6）全国連携委員会 
・全国の臨床宗教師会が抱える問題や気づきの情報
共有。災害発生時の例など。今後も気候変動やコロ
ナウイルス感染拡大によって苦労している。声を掛け
合っていける環境が大切だが、以下、4つの話題を報
告 
1）ケア提供者の質のばらつきへの指摘。宗教者の実
践年数などの問題も出てきている。宗教者/ケア提供
者の質をどう高めていくか。 
2）教育プログラムにおける教育者が責任を持った指
導とその後の伴走をお願いしたい。地区の継続研修
にお任せされるのは荷が重い。教育機関における教
育の充実を願いたい。 
3）教育プログラムへ入学＝通過する現状への指摘。
審査厳格化を要望。 
4）臨床宗教師における指導者の立場を明確化。指導
者の目的と役割の議論がされていない。現場では混
乱している。 
８．令和2年度事業報告・決算報告（資料９：決算報
告、資料１０：監査報告） 
・以下報告され、承認された。 
・第5回フォローアップ研修・総会の延期　令和2年3
月9日～10日　東北大学 
・第5回総会　令和2年6月23日　東北大学（オンラ
インフォーム等で議決権行使） 

Newsletter No.11, Society for Interfaith Chaplaincy in Japan 11



日本臨床宗教師会ニュースレター第11号 2022年6月1日

・第5回資格認定（修了者13名／先駆者3名／返上2
名：総計200名） 
・第6回資格認定（修了者3名：総計203名） 
・第5回教育プログラム認定（指導者登録抹消1名：
総計9大学・機関／指導者22名登録） 
・第6回教育プログラム認定（増減なし） 
・第1回理事会　令和2年3月8日～3月31日　役員
メーリングリスト 
・第2回臨時理事会　令和2年5月27日～6月5日　役
員メーリングリスト　 
・第3回理事会　令和2年9月12日　オンライン 
・第6回資格申請受付　令和2年7月 
・第7回資格申請受付　令和2年12月 
⇒監事より、事務局へのサポート・補助（アルバイ
ト等）等の必要性が提案された。 
９．令和3年度事業計画・予算案（資料１１：予算
案） 
・以下報告され、承認された。 
・第5回フォローアップ研修　令和3年3月8日　東北
大学（オンライン） 
・第6回総会　令和3年3月31日　東北大学（オンラ
インフォーム等で議決権行使） 
・第7回資格認定（修了者7名／先駆者1名／返上3
名：総計208名） 
・第8回資格認定 
・第7回教育プログラム認定（指導者登録1名：総計9
大学・機関／指導者23名登録） 
・第8回教育プログラム認定 
・第1回理事会　令和3年3月7日　オンライン 
・第2回理事会　令和3年9月中旬　　 
・第8回資格申請受付　令和3年7月 
・第9回資格申請受付　令和3年12月　＊先駆者の申
請は暫定的に停止 
⇒会設立5年間の経緯に関する出版プロジェクトが提
案された。 
⇒各委員会でそれぞれの立場を議論→委員長が議論
→理事会、という流れで検討していく。 
⇒方向性が見えた段階で編集委員会を発足させ、鎌
田新会長が旗振り役に。 
１０．総会について（資料１２：総会資料） 
・メーリングリスト及び一部郵送で議案を提示し、
オンラインフォーム等で議決を行う。 
１１．次回の理事会（案）　令和3（2021）年9月中
旬、来年の理事会・総会、FU研修（案）　令和4
（2022）年3月上旬　⇒関東地方での開催を要望 
１２．その他 
（１）各大学等の養成講座の予定 
・愛知学院大学…プログラムを1年停止。受講費は来
年度に繰越。1名が辞退。来年度は対面。 

・大正大学…令和2年度は3名が修了。オンライン、
実習はソワカに参加。来年度、対面で開催。 
・東北大学…今年度と同様に開催。 
・武蔵野大学…実習先の都合で来年度休止。 
・上智大学…大阪でオンライン、東京は対面で開催
予定。 
・鶴見大学…高橋悦堂氏を招いて講演会を開催。 
・種智院大学…9～11月は対面にて開催。6月までに
判断。対面が困難な場合は中止。 
・龍谷大学…来年度も継続。 
・高野山大学…募集、実習の開催は状況次第。 
・SCW協会…今年度も実施（3名が修了）、来年度
はホテルでのシュミレーションワークにて実習に代
える。 
（２）各地臨床宗教師会の予定 
・北海道…4~5月にFU研修と総会。 
・東北…読書会を含む研修、3月 行脚・復興住宅で
のカフェデモンクを実施予定。 
・関東…6月に総会、研修3回。 
・中部…FU研修4回、勉強会5回。 
・関西…研修2回、スピリチュアルケア連続講義。県
周り持ちで検討会を対面で実施。対面カフェデモン
ク、ZOOMカフェデモンク、電話相談・対面など要
望に応じて実施、閻魔堂カフェ、奈良のカフェデモ
ンク。 
・中国…カフェデモンクの下準備、研修を1回開催。
四国とオンラインでの交流会を予定。 
・四国…対面での活動を模索。 
・九州…年2会の研修。傾聴活動、医療者を対象とし
たオンラインでの傾聴活動。被災地での傾聴活動。
医療福祉関係者に対する公開講座。 
（３）その他 
・資格更新の猶予について。資格認定委員会で、コ
ロナ禍による活動停止は猶予の対象になり得ること
をアナウンスすることが提案され承認。 

以上 

令和3年度第2回臨時理事会議事録
日時：　2021年4月2日(金)～4月15日(木) 
会場：　役員メーリングリスト 
＜議案＞ 
１．会長の選任：全会一致 
・令和3年3月31日(水)の総会で新役員構成について
承認されたので、新役員体制で新会長の選任手続き
をする必要がある。 
・前回理事会及び総会で提案・承認されたとおり、
鎌田東二理事に会長を務めていただきたい。 
２．事務所の移転：全会一致 
・前回理事会での提案のとおり、事務所の移転先と
移転日を議決する必要がある。 
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・令和3年4月15日(木)より、事務所を「仙台市泉区
泉ケ丘5丁目8番地の7」に移転する。 
３．編集委員会の設置（資料1：委員会規則）：賛成
28、条件付き賛成1、反対1により不成立。 
・前回理事会での提案を受けて、出版事業を担当す
る「編集委員会」を設置したい。 
・「委員会規則」改正案は別添資料のとおり。 
４．退会者の承認：全会一致 
・退会者3名：　深川宣暢、峯島秀暢（以上、正会
員）、中野東禅（賛助会員） 
５．表彰制度の創設について 
・採決を行わず、ネーミングを含めて役員各位のご意
見をいただきたい。 
・回答結果 
　「早々に制度化するべき」7 
　「時間をかけて慎重に検討するべき」17 
　「表彰制度は時期尚早」4 
　「条件付き賛成」1 
　無回答1 

以上 

令和3年度第3回理事会議事録
日時：　2021年9月12日(日) 15時～18時 
会場：　Zoomオンライン会議システム 
出席：　鎌田東二（会長）、柏木哲夫（監事）、島
薗進（監事）、大下大圓（副会長）、金田諦應
（副会長）、窪寺俊之（副会長）、瀧口俊子（副
会長）、谷山洋三、鍋島直樹、井川裕覚、池内龍
太郎、伊藤雅之、大村哲夫、黒川雅代子、小西達
也、小林茂、杉岡孝紀、鈴木岩弓、曽根宣雄、童
銅啓純、沼口諭、野々目月泉、桝野統胤、松本峰
哲、武藤隆広、森崎雅宝、山口達也、高橋原（事
務局）、打本弘祐（事務局） 

欠席：　新田忍澄（代理：高橋悦堂）、高木慶子
（顧問）、ワルデマール・キッペス（顧問） 

佐藤慶太、伊藤文雄（顧問）、森田敬史（事務局）
篠原鋭一、石井研士（顧問） 

＜議案＞ 
１．前回議事録の承認（資料１：令和３年度第１回
理事会議事録、資料２：令和３年度第２回臨時理事
会議事録） 
２．入会申込者の承認（資料３：入会申込者一覧、
資料４：会費未納者一覧） 
・正会員8名、准会員1名の入会が承認され、次のよ
うになった。 
・合計：正会員296名、准会員3名、賛助会員（個人）
6名、賛助会員（団体）13団体 
※現在、3年分未納者3名、2年分未納者24名 
３．委員会規則の改定について（資料５：委員会規
則改定案）　 

・編集委員会の設置について 
（鎌田会長より提案）2025年を目処に出版の準備を
始める。編集委員長に鎌田会長、顧問に島薗氏、事
務局から高橋原氏の3名で検討し、2022年3月までに
原案を提示する。（武藤理事の意見を受け）各地域
会でも活動や写真など意識的に資料整理などを行っ
て欲しい。 
４．資格制度細則の改定について 
（１）審査における面接の導入（資料６：資格制度
細則改定案） 
・「資格制度細則」第５条に第２項、第３項を追加
することで、必要に応じて面接を可能にする。 
（資格の審査） 
第5条　「認定臨床宗教師」の資格申請内容は、
委員会において審査され、本法人の理事会におい
て承認されなければならない。 
2．特に必要がある場合には資格申請者の面接を
行うことがある。 
3．前項の面接は、資格認定委員長が指名した審
査委員2名以上で実施する。 

・小西委員長より上記提案。（武藤理事の質問を受
けて小西委員長）現状はオンラインを想定。対面の
場合には、東京or対象者の地域を考慮して場所を決
める。（大村理事）資格認定の公平性に関わるた
め、具体的な物差し（内容、論点、時間など）を内
規であらかじめ作っておくべき。「行うことがあ
る」→「行うことができる」の方が、趣旨にかなう。
（池内理事）「特に必要がある場合」について、そ
の判断のタイミングと主体は？（小西委員長）資格
認定委員会で審査を実施。面接が必要だと判断され
た場合。 
（２）先駆者枠で推薦したい会員への対応（全国連
携委員会からの提案） 
・（金田委員長より）先駆者の認定を停止している
が、十分な実績のある人物の推薦は可能か？理事会
で審議して欲しい。（野々目理事）該当者は今年度
の申請を検討しているわけではない。来年度以降、
先駆者枠の認定を再開して欲しい。（島薗監事）臨
床宗教師会の広がりを視野に入れ、廃止にも慎重で
あるべき。（大下副会長）規則によって活動の広が
りが起こらない状況。日本社会との接点から立ち上
がるという原点に立ち、多くの人々と連携すべき。
（谷山事務局長）2021年3月理事会で先駆者の基準
を厳しくした。運用するのであれば、さらに厳しく
すべき。廃止か、継続か、でなく試行錯誤を続けて
いくべき。（大村理事）面接による現実な適用が求
められる。再開するのであれば、適切な方法を検討
する。（井川理事）地域会の研修などの方法を学
ぶ、一定程度の研修を日本臨床宗教師会で設けて欲
しい。（武藤理事）先駆者の方が「認定」を受けた
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い理由、動機を明示していただく必要がある。（大
下副会長）各地域で面接やレクチャーを十分にす
る。（谷山事務局長）各地域会は別団体なので、地
域会が面接をするという場合、テクニカルには難し
いが、地域の代表の推薦が必要。他に本法人役員2名
の推薦も必要でこれも面接を実施することを想定し
ている。（大下副会長）各地域の代表を守るシステ
ムも必要では。（大村理事）各地域の臨床宗教師会
が推薦することは苦労を伴ってきた。代表の推薦印
を押すのが重たい。活動歴を積み重ねた上で推薦を
してきた。実際には印鑑の拒否はしにくい。 
・次回の理事会までに資格認定委員会で検討し、来
年度の方向性を決定することになった。 
５．資格更新について 
（１）新型コロナウイルス感染症流行による影響へ
の対応（資料６：資格制度細則改定案）（全国連携
委員会からの提案） 
・３月の理事会で更新猶予を認めることを確認済
み、根拠は「資格制度細則」第１２条。 
・すでに２年近く活動困難な状況になっているが、
来年も状況が変わらないようであれば、「３年を限
度」については検討することになる。 
（資格更新の期限） 
第１２条　本細則の第１１条で定められた資格の
更新を受ける際、申請者は資格認定証に記された
有効期限内にすべての審査を終えられるように手
続きを行う。ただし、以下のいずれかに該当する
場合は、別に定める手続きを経て資格更新期限を
３年を限度として延長できる。 
（１）国外在住・介護・産休・育休などの理由に
より、更新申請期限前までにあらかじめ資格認定
委員会に届出を行い、理事会の承認を得た者。 
（２）病気その他やむを得ない理由により、更新
申請期限前までにあらかじめ資格認定委員会に届
出を行い、理事会の承認を得た者。 

・事務局より、3月理事会においてコロナによる猶予
を認めており、MLによって周知済みだが、再度上記
の猶予について会員へ連絡をすることが確認され
た。全国連携委員会の各委員からも周知徹底を行な
うことが確認された。 
（２）「年間活動報告書」未提出者への対応（全国
連携委員会からの提案） 
・「資格制度細則」第１１条と、「資格更新条件の
解説」第2章第6節で規定されており、未提出者への
対応については規定がないため、以下のように改定
したい。「資格制度細則」第１１条は第２項の追
加、「資格更新条件の解説」第２章第６節は第２項
の文言修正と第５項の追加。 
（資格の更新） 

第１１条　本細則の第７条及び第８条で定められ
た資格は、５年毎に更新することができる。付与
する条件として、以下のすべての書類を提出しな
ければならない。なお、詳細は資格更新条件の解
説に記す。 
（1～3省略） 
（４）年間活動報告書：　毎年作成し、所属する
各地の臨床宗教師会を通して日本臨床宗教師会事
務局に提出。 
（5省略） 

２．前項の（４）について、別に定める期限まで
に提出されない場合、別に定める相当期間を定め
て催促してもなお提出されないときには、相当期
間の翌日をもって直ちに資格停止となる。続けて
翌年も期限までに提出されない場合は直ちに資格
剥奪となる。 

第6節　年間活動報告書（毎年1回） 
１．毎年１月から12月までの臨床宗教師としての
活動について、その活動場所（施設名や地域）、
協働する職種、活動内容（頻度や報酬の有無を含
む）などを報告書としてまとめる。講演や論文、
取材記事などについてはタイトルと年月日等を記
載することができる。また、臨床宗教師以外の活
動についても必要に応じて記載することができ
る。 
２．年間活動報告書は、毎年1月15日までに各地
の臨床宗教師会に提出する。各地の臨床宗教師会
でとりまとめたものを、毎年1月31日までに日本
臨床宗教師会事務局に提出する。1月31日時点で
の未提出者については、日本臨床宗教師会事務局
から本人及び身元保証人に連絡し提出を促す。 
3．原則として、一人あたり1～3ページとする。 
4．3月に実施される日本臨床宗教師会フォロー
アップ研修の抄録集に掲載するので、記載内容は
各自執筆者の責任においてプライバシーに配慮す
る。 
5．本節2．に定められた期限までに提出されない
場合、その資格を停止する。期限後に提出された
場合には、提出が遅れた理由を示す「理由書」と
「資格停止解除願い」を、所属する各地の臨床宗
教師会を通して日本臨床宗教師会事務局に提出す
る。資格停止のまま翌年も続けて期限までに提出
されない場合、その資格を剥奪する。 

・金田委員長より主旨説明。（大下継続教育委員長
より）画面共有によって「未提出者への対応（原
案）」の提案がなされた。（事務局）未提出者は資
格更新を認めないのは当然だが、認定証には有効期
限が記載されているため猶予期間がある延長となる
のは難しい。（野々目理事）各地臨床宗教師会で未
提出者への督促を頻繁に行なってはどうか、剥奪す
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るのではなく協力していく体制作りが必要ではない
か。（大下委員長）コロナ禍であるため活動報告が
できない場合でもその旨を報告する・自宅学習など
も記載可であることを認める。（金田委員長）問題
は活動の有無ではなく、報告の有無。何度督促して
も連絡がないというのは仲間とは言えないのでは？2
年連続未提出の場合は資格剥奪、1年目の未提出者に
ついては資格停止。 
・第5条6節および第11条に追記を行なうため、文言
の検討は、継続教育委員会の原案を下敷きに事務局
で文言の検討を行ない、検討した案を理事会MLで確
認することとなった。 
・また、コロナ禍の状況で公共空間での活動が難し
いため地域の活動や自坊での学修などを含めた幅広
い活動を認める方向が確認された。 
（３）「年間活動報告書」に倫理的な問題があった
場合の対応（全国連携委員会からの提案） 
・金田委員長より主旨説明。（大村倫理委員会副委
員長）「年間活動報告書」の倫理的問題は各地臨床
宗教師会倫理委員に確認を行なって欲しい。その上
で倫理綱領などに抵触する場合（対外的な問題、臨
床宗教師個人が問題に巻き込まれる恐れのある場合
など）は地方臨床宗教師会会長を通して日本臨床宗
教師会倫理委員会の方に相談してほしい旨の意見が
出された。 
・倫理的問題が起ることは臨床宗教師会全体の成長
にも繋がることから、問題の所在を各地臨床宗教師
会でしっかり確認し、罰則などの前にしっかりとし
た共有・指導によって軌道修正を行なっていくこと
が確認された。 
６．各委員会より報告 
（１）教育プログラム認定委員会（資料７：教育プ
ログラムの申し合わせ） 
・鈴木委員長より報告事項2点と、審議事項1点が出
された。 
・報告事項として、教育プログラム内容の調査につ
いて、アンケート調査を各大学などへコロナ禍にお
ける状況をまもなくお願いする。同様に、フォロー
アップ研修実施状況などのアンケートのお願いを行
なう。アンケート調査の報告は3月の理事会にて行な
う。 
・審議事項として「教育プログラムについての申し
合わせ」の延長について、2022年度も「申し合わ
せ」の延長を考えている。それに関する文言の追記
を行なうことが提案され、承認された。 
（２）継続教育委員会（資料８：継続研修の申し合
わせ） 
・審議事項として「教育プログラムについての申し
合わせ」と同様に、「継続研修の申し合わせ」につ

いても2022年度まで延長することが提案され、承認
された。 
（３）資格認定委員会（資料９：資格申請者） 
・資格申請者13名、所属地域変更1名。 
・資格申請者のうち11名を認めた。保留2名について
は面談を行なうため、実質的に継続審議とする。面
接後、3月理事会にて認定可否の審議を行なう。 
（４）研究委員会 
・森崎委員長より下半期に募集要項などを各教育プ
ログラムから送っていただくよう依頼がなされた。 
（５）倫理委員会 
・大村副委員長より今年度の倫理事案について以下
の通り報告があった。 
・申立書が提出された案件はなく当事者間での和解
でおわっている。 
・倫理相談については7～8件寄せられている（多重
関係、金員、臨床宗教師の肩書き等）。 
・ペナルティを科すのではなく事例を通じて倫理的
教育・指導を行なう方針であり、日本臨床宗教師会
倫理委員会は倫理講習講師に係る謝礼・旅費などの
経費を負担して各地臨床宗教師会FU研修などに派遣
している。各地臨床宗教師会は、年1回日本臨床宗教
師会から講師派遣での倫理講習を行い、余力のある
会は更に各地臨床宗教師会倫理委員による講習を年1
回行い、倫理観の全国的な平均化を図りたい。 
（６）全国連携委員会 
 ・インターネットを利用した相談活動の倫理的な課
題について 
・インターネットを利用した有料相談について 
 ・営利行為とケア的活動のグレーゾーンにいる僧侶
について 
・「地域臨床宗教師（臨床宗教師のCSW的展開）」
の可能性について 
・金田委員長より上記に関して以下の通り説明や提
案がなされた。：臨床宗教師のインターネットによ
る相談については、倫理的課題を明確にするまでは
一時停止を検討して欲しい。臨床宗教師に関わった
ことのある人物が上記「僧侶クリニック」に関わっ
ており、有料相談と臨床宗教師活動が受取手に非常
に曖昧になっている。非常にマルチな活動をしてい
る会員がありどこまでが臨床宗教師の活動か非常に
曖昧。公共空間（病院や施設）を想定していたが、
日本臨床宗教師会の中で「地域臨床宗教師」CSW的
活動展開（自坊や公共施設）も必要ではないか。活
動倫理の検討・活動事例と社会的価値の言語化・地
域マネジメントの研究について考えているが、意見
を求めたい。（島薗監事）在宅医療や災害支援など
地域コミュニティに関わる活動も増加しているた
め、地域臨床宗教師の活動は魅力的展開、「僧侶ク
リニック」は営利的なインターネット上の相談で評
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価や管理は難しい、インターネット上の面談などを
臨床宗教師の活動から外すことは難しいが注意を要
する領域。（柏木監事）コロナ禍における家族のケ
アが臨床宗教師にとって重要。（野々目理事）関西
における「オンラインのZoomカフェデモンク」につ
いて詳細な報告がなされ、Zoomによる相談は経験を
積み上げてきており会員の技術も向上しているこ
と、インターネットにおける傾聴活動全面停止は次
回の開催に支障をきたし、活動停止による会員意欲
低下の懸念、停止するとしても継続的に相談へ来る
方への連絡などがある為、万が一停止するとして
も、時間的な猶予が欲しい。（高橋悦堂オブザー
バー：新田理事の代理出席）インターネット上の相
談に資することとして、東北臨床宗教師会における
電話相談活動について活動紹介（電話相談の来歴、
活動の注意点、研修会開催、事例共有など）。（鎌
田会長）現在やこれからの活動を止めることはしな
い。倫理委員会で把握している問題点、関西や東北
臨床宗教師会の事例を踏まえて情報共有しながら進
めていきたい。（金田委員長）やはり一度止まって
ルールを設けて行なうべき。関西の活動の蓄積を共
有し見える形にし、ガイドラインの策定をしてほし
い。（大村理事）1）オンラインに関する活動につい
て。ニュースレター7号にオンラインによる注意点を
示している。ガイドラインの必要性や営利的行為の
問題は認識している。関西の先駆例をもとにガイド
ライン化し、オンライン化は地域に留まらず全国的
な活動になるため、日本臨床宗教師会へ登録制とす
るのも一案。2）地域臨床宗教師については、営利的
活動との混同される恐れがあり、また宗教者自身の
危険性がある。（島薗監事）営利と報酬は慎重かつ
難しい問題である。オンライン相談もボランティア
であるが、病院チャプレンには報酬が出ていること
を考慮しなければならない。また、現状としてネッ
ト活動の停止は難しい。（桝野理事）関西のカフェ
デモンクの継続は望みたい。（池内理事）精神科医
として、ネットにおける非言語コミュニケーション
の難しさや今後の対応の継続などについて意見が
あった。 
鎌田会長より次のようにまとめられた。1）実施され
ている現在の活動については留意点に注意しつつ継
続する。2）インターネット相談に関する全国的なガ
イドラインの策定（全国連携委員会、倫理委員会）
を目指す。 
７．某宗教団体の「スピリチュアルケア」リーフ
レットについて（資料１０） 
・会員向けに次のようなメッセージをMLで送っては
どうか？ 
「このリーフレットは○○が配布しているものです。
＜その内容は同教団の独自の解釈による宗教的ケ

ア、ないし布教活動を意図したものであり、私たち
が考えるスピリチュアルケアとは異なるものです。
＞　もし、第三者から臨床宗教師と、このリーフ
レットとの関係性を問われた際には、＜　＞の内容
でお答えください。」 
・（谷山事務局長）滋賀県で配付されているリーフ
レットの画面共有と趣旨説明。会員の活動に誤解さ
れる恐れがあるため、修正を加えて会員向けにMLに
て発信することが提案された。 
・上記文案に、ニュースレターに掲載しない理由
や、この件に関してSNSでの発信に関する注意事項
を付帯することで承認された。 
８．次回の理事会・総会、FU研修（案）　令和4
（2022）年3月6日（日）～7日（月）  上智大学
（東京）、オンラインで実施　 
・事務局より、東北大→上智大学→龍谷大学で担当
しているが、他大学等での開催もお願いしたいと連
絡があった。 
・会長より、今回の上智大学開催の意図として、島
薗・鎌田・伊藤高章先生が2022年3月退任予定のた
めであること、また次年度以降は葛西賢太先生、井
川裕覚先生への引き継ぎを予定していることが説明
された。 
９．その他 
（１）各大学等の養成講座の予定 
・時間の関係上事務局へメールで通知となった。 
（２）各地臨床宗教師会の予定 
・時間の関係上事務局へメールで通知となった。 
（３）その他 
・鎌田会長より、1年半後の改選案として、会長選挙
の検討があった。 

以上 
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